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GeneXus の Progressive 
Web Applications

GeneXus で Progressive Web Applications を
作成する方法



この資料では、GeneXus で Progressive Web Applications を簡単に作成する方法
を
⾒ていきます。

例として、これまで操作していた旅⾏代理店のアプリケーションを使⽤します。
Web パネル TravelAgencyHome を選択します。この Web パネルはメインオブ
ジェクトであり、[Main program] プロパティが True に設定されています。
つまり、開発者メニューからアクセスせずに、単独で実⾏できるオブジェクトです。
このタイプの Web パネルは、Progressive Web Applications として設定できます。
(現時点では、ナレッジベースごとに 1 つのメインオブジェクトのみを PWA として
設定できます。) 

このパネルのプロパティに [Main object properties] というプロパティグループが
あり、その中に [Web Application] プロパティがあります。既定では値が Default 
になっており、標準の Web アプリケーションが生成されます。この値を
Progressive に変えることで、Progressive Web Applications を生成するように
指定できます。この値を変更すると、新たに [Web Application] の欄が表示され、
ここで Progressive Web Applications を作成するのに必要なプロパティを設定で
きます。これらのプロパティを 1 つずつ⾒ていきましょう。
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[Web Application Name]: このプロパティには、アプリケーションに割り当てる
名前が入ります。アプリケーションのリストやアイコンのラベルに表示される名前
です。

[Web Application Short Name]: アプリケーションに割り当てる短縮名です。
フルネーム ([Web Application Name] プロパティで割り当てた名前) を表示するの
に十分なスペースがない場合に表示されます。

[Web Application Description]: ここには Web アプリケーションの簡単な概要
を入⼒します。

[Primary Text Direction]: [Web Application Name]、[Web Application 
Short Name]、[Web Application Description] プロパティのテキストの方向を指
定します。使⽤可能なオプションは次のとおりです。
- Auto: 既定値です。ブラウザーが双方向の Unicode アルゴリズムを使⽤してテ
キストの方向を判断します。
たとえば、英語やスペイン語では左から右になり、アラビア語やヘブライ語では右
から左になります。
- From left to right: テキストが左から右へと表示されます。
- From right to left: テキストが右から左へと表示されます。

[Display]: アプリケーションの表示モードを定義します。使⽤可能なオプションは
次のとおりです。
Standalone: このモードでは、アプリケーションはブラウザーとは別の独⽴した
ウィンドウで実⾏されます。ネイティブアプリケーションのエクスペリエンスをシ
ミュレートしたり、ユーザーインターフェースのエレメントを非表示にしたりでき
ます。
FullScreen: ユーザーインターフェースは表示されず、使⽤可能な領域全体を占有し
ます。このタイプのアプリケーションでは、Standalone と FullScreen の 2 つが最
もよく使⽤されます。そのほかに、次のオプションがあります。

3

GeneXus の Progressive Web Applications



Minimal: 最小限のユーザーインターフェースのエレメントを表示します。このモー
ドは、モバイルデバイスの Chrome でのみサポートされます。
Browser: 標準のブラウザーでナビゲーションウィンドウが表示されます。このオプ
ションを選択した場合、デバイス上にアプリケーションをインストールすることは
できません。このような理由から、特別な理由がない限り、このオプションは推奨
されません。

[Background Color]: アプリケーション起動時のアプリケーションの背景色を割
り当てることができます。サイトに関連のある色を割り当てることで、Web アプリ
ケーションを起動してからコンテンツを読み込むまでの移⾏をスムーズに⾒せるこ
とができます。

[Theme Color]: このプロパティで選択または入⼒した色は、アプリケーションの
ユーザーインターフェースやツールバーのエレメント (アドレスバーなど) の色にな
ります。

[Prefer Related Applications]: このプロパティを True に設定すると、実⾏中
の Web アプリケーションではなくネイティブアプリケーションをダウンロードする
よう促されます。指定のサイトにアクセスすると、画面下部にダイアログボックス
が表示され、ネイティブアプリケーションをインストールするよう提案されます。
そのパスを入⼒する場所は後ほど確認します。

[Web Application Icon]: デバイスのスタート画面に表示されるアイコンを指定
します。

[Android Alternative App]: [Prefer Related Applications] を True に設定した
場合、Android ネイティブアプリケーションをダウンロードするための URL を指定
します。Google Play の URL やカスタムの場所など、アプリケーションがホストさ
れている場所になります。Play ストアで既にネイティブアプリケーションを公開し
ている場合は、ストアのアプリケーションにアクセスして、そこから URL をコピー
できます。

[Android Alternative App Identifier]: ダウンロードする Android ネイティブ
アプリケーションの ID を指定します。前のプロパティで確認した URL の末尾が
ID になっているので、その値を入⼒します。

[iOS Alternative App]: [Prefer Related Applications] プロパティを True に設
定した場合、iOS ネイティブアプリケーションをダウンロードするための URL を指
定します。[Prefer Related Applications] プロパティが False の場合、[Android 
Alternative App]、[Android Alternative App Identifier]、[iOS Alternative App] 
プロパティのフィールドは空のままにします。

[Offline Object]: インターネットに接続せずにアプリケーションを実⾏した場合
に表示する Web オブジェクトを選択します。作成済みの Web パネルにすることも、
専⽤に生成することもできます。ここでは「About」パネルを選択します。
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これらのシンプルな⼿順を⾏うことで、アプリケーションを Progressive Web 
Applications に変換するための設定は完了です。

それでは、変更を反映してアプリケーションを実⾏してみましょう。そのためには、
変更内容を保存し、TravelAgencyHome オブジェクトを右クリックして [これだけ
を実⾏] を選択し、Web パネルを直接実⾏します。ここでは Chrome ブラウザーを
使⽤します。

これらの設定に基づいて、GeneXus が Manifest.Json というファイルを自動的に
作成します。このマニフェストは、アプリケーションの最も重要なエレメントの
1 つです。JSON 形式のファイルで、Progressive Web Applications の記述および
生成に使⽤されるプロパティが含まれています。

このファイルを確認します。Chrome デベロッパーツールにアクセスし (Ctrl + 
Shift + i キー)、[Application] タブを選択します。この Manifest.Json を選択す
ると、GeneXus で先ほど構成したプロパティが JSON 形式で表示されます(アプリ
ケーションの名前、短縮名、背景色、テーマカラーなど)。ここで、すべてが正しく
構成されていることを確認できます。
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サイトに戻ると、ブラウザーのナビゲーションバーに、アプリケーションをインス
トールするためのオプションがあります。

もう 1 つの方法として、ブラウザーのメニューからインストールすることもでき
ます。

インストールすると、デバイスの画面にログインアイコンが生成されます。名前は
[Web Application Name] プロパティに入⼒したものになり、アイコンは [Web 
Application Icon] プロパティで指定したものになります。

アプリケーションが別のブラウザーウィンドウに自動的に表示され、使⽤できるよ
うになります。
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オプション 1 オプション 2



この新しいウィンドウは、ナビゲーションバーもメニューもアイコンもない、分か
りやすくシンプルなデザインになっています。ネイティブアプリケーションと似て
います。
ここで、[Theme Color] プロパティで割り当てたテーマカラーの効果を明確に確認
できます。全体の一貫性を確保するため、テーマカラーはサイトのデザインに関連
している必要があります。この場合は白を使うほうがよかったのかもしれませんが、
これはそれぞれの選択になります。

このウィンドウ内に、アプリケーションをアンインストールするためのオプション
があります。
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モバイルデバイスから実⾏してみましょう。この例では、Android デバイスの
Chrome ブラウザーを使⽤します。

サイトを公開した URL にアクセスし、オプションメニューから [Add to Home 
screen] (ホーム画面に追加) を選択します。この時点で、アプリケーションがデバ
イスにインストールされます。
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インストールが完了したら、アプリケーションを開いて各機能を使⽤できます。
アプリケーションのロード画面で、GeneXus で⾏ったいくつかの構成 (背景色、
テーマカラー、アイコンイメージ、名前など) を⾒ることができます。

アプリケーションが起動すると、ほかのアプリケーションと同じように機能をナビ
ゲートして使⽤できます。メイン画面では、GeneXus で設定した名前と画像の
ショートカットアイコンが生成されていることが分かります。ここからアプリケー
ションにアクセスできます。

Progressive Web Applications の主な特⻑の 1 つである、ネットワーク接続なし
でコンテンツにアクセスする機能を試してみましょう。そのためには、デバイスの
インターネット接続を切断して機内モードにします。アプリケーションを開くと、
ホーム画面は起動せず、代わりに GeneXus の [Offline Object] プロパティで選択
したオブジェクトが表示されます。この場合は、「About」Web パネルが開きます。

このタイプのアプリケーションの削除方法は、ほかのネイティブアプリケーション
と同じです。たとえば、ホーム画面から直接削除することができます。

この資料では、GeneXus のメインタイプの Web パネルで、いくつかのプロパティ
を
構成するだけで Progressive Web Applications を作成できることを確認しました。
このトピックの詳細については、Wiki をご覧ください。
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インターネット
接続がある場合

インターネット
接続がない場合



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


